












要約:基礎調査として全国 702の施設に謂査用紙を送り、昭和 52 年～昭和 63 年間の各施設

で診療した先天性高アンモニア血症についての全国調査を行った。回収率は 46.6%であっ

たが、表 1 の如く対象疾患として 140 例存在することが判明した。次に低出生体重児 114

名について、O～1生日と、7生日に血中アンモニア値を測定し、これと関連すると思われ

る諸因子を検討した。この結果、血中アンモニアは血中遊離カルニチンとの間には負の、

またアシル/遊離カルニチン値との間には正の相関が認められた。なお、カルニチンは生後

1 週間前後の哺乳量と密接に関係していることも判明した。出生体重,在胎週数,アプガー

ルスコアーなどと血液アンモニアの間には一定の関係は見い出せなかった。 


